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2013 年の USCAP（US and Canadian Academy of Pathology、米国カナダ病理ア

カデミー）は、メリーランド州ボルチモアで 3月 2－ 8 日に開催された。ボルチモア

は、アメリカ東海岸の都市で、ワシントンDCから北東に、フィラデルフィアの方へ

60kmほど行ったところの港町である。Johns Hopkins 大学とMaryland 大学がある

ことでも有名である。私はUSCAPに付随して 3月 1－ 2 日に開催された国際肺癌学

会（IASLC）の病理委員会の会合に出るため、2月 28 日に出発したので、一番最初の、

3 月 2 日の午後のセッションをのぞいてみたが、“Leadership, Collaboration, and 

Change in Health Care ‒ A Residents Workshop for Essential Skills”というWorkshop

と、神経病理・眼病理・獣医病理・情報学・内分泌病理・泌尿器病理・細胞診のコン

パニオンミーティングであった。3月 3日も、20 におよぶコンパニオンミーティング

と、夜は Specialty Conference が行われた。夜の conferences は、分野別では、皮膚

病理、泌尿器、小児病理、症例検討などがあった。3月 4 － 5 日は、一般演題の中か

ら選ばれた口演（proffered papers）とポスターセッションであった。毎年、USCAP

の第 3－ 4日は、一般演題である。通常の学会は、口演で申し込んで採択されないと

ポスターに回されるものであるが、USCAPは、そもそも演題の採択率が低く、ポスター

に採択されること自体がかなり名誉であると言われている。況んや、口演に選ばれた

り、毎年、連続で採択される場合は、かなり評価の高い研究者と言える。因みに、

USCAP の登録料は、300 ドルで国際学会としてはかなり安いが、5日目（3月 6 日）

から始まる種々のコース（short と long とがある）を取ると、そのたびにコース参加

料を払う仕組みである。なお、全体の参加費の 300 ドルは、USCAP 会員、外国の

IAP 会員の特別割引料金である。周囲の病理医に、ぜひ IAP 日本支部（JDIAP）に

ボルチモアUSCAPに出席して
石川　雄一（常任幹事・がん研究会がん研究所病理部）

Japan Night in Baltimore
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入ることを勧めてください。

JDIAP 主催の会合 Japan Night は、今年も一般演題の 2日

目、3月 5 日（火）に行われた。学会会場でもあるヒルトン

ホテルの Poe というミーティングルームが会場であったが、

Silverberg 先生によると、この Poe という名前は、小説家

Edgar Alan Poe にちなむという（松原修・前会長の談）。

Japan Night と同じ時間帯に、米国の各大学や病院の同窓会

のようなミーティングが開かれる。日本人病理医の Japan 

Night は、かなり有名になっており、プログラムにも載って

いて、今年も、70 名を超える参加者があった。日本から参加

した人、アメリカ在住の病理医のほかに、南米に派遣されて

いる病理医も参加していた（写真参照）。この場で旧交を温

めるばかりでなく、就職活動をしていたり、若手病理医を探

していたりする人も少なくない。

USCAPの分野別コースはかなり充実していて、有料であっ

ても参加する意義は大きい。自分の専門とする分野のみなら

ず、別の分野の最新に病理学を学べる良い機会である。学会

期間は 7日間と、かなり長いが、自分の目的を定めて、集中

的にコースを取るのもお勧めである。多くの日本の病理医が

USCAPに参加されることを望んでやまない。

日　時：2013 年 2 月 15 日（金）　15 時～ 17 時半

場　所：浜松町東京會舘

出席者： 中谷、松原、加藤（良）、清水、小田、森谷、岩下、

長尾、長村、根本、加藤（洋）、橋本、石川、高野（事

務局）

欠席者：黒田、牛込、内藤、吉野、山邊、白石、諸星、岩崎

議　　題
・2013年　理事、役員、各委員会の確認

報告事項：
1．2013 年開催予定国際会議・学術集会について

 ・ USCAP（2013.3.2 － 8、Baltimore, MD）Japan Night に

ついて

 ・APIAP（2013.9.5－8, 釜山、韓国） 

 ・ 2013 年病理学教育セミナー（教育シンポジウム、スライ

ドセミナー）（11.23、山梨大学）

 ・ 第 13 回日韓合同スライドカンファランス（12.6－7、会長：

大分大・横山繁生教授、会場：別府国際コンベンション

センター）

2．2012 年 IAP 病理学教育セミナー報告

 ・教育シンポジウム、スライドセミナー

3．委員会報告

 IAP 日本支部理事指名委員会

 病理診断学術奨励賞選考委員会

 Award 委員会

 広報委員会、教育委員会（審議事項として）

4．庶務報告

 山邊先生訃報、事務局移転

5．2012 年会計報告

6．その他

 Bulletin 発送の手違いについて

審議事項：
1．IAP 日本支部 2013 年事業計画

2．2013 年 IAP 病理学教育シンポジウムについて

3．2013 年 IAP スライドセミナー　新規コースについて

4．その他： （1）法人化についての予備調査 

（2）新しい企画（繰越金増加） 

（3）会員名簿 

（4）Histopathology 購読割引の交渉 

（5）ほか

2013 年 IAP日本支部第 1回理事会

Japan Nightにて、富山大の井村先生たち

“JDIAP米国大使”の三野眞里 （Mari Mino-Kenudson） 先生（左）
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下記の要領にて 2013 年 IAP 日本支部・病理診断学術奨励

賞を公募いたします。

記

賞の名称：IAP日本支部・病理診断学術奨励賞

応募資格： 日本の医療機関に勤務する若手（論文掲載時 40

歳未満）の病理医（IAP 日本支部の会員か否かは

問わない）

選考対象： 2012 年 1 月から 12 月の間に雑誌に公表された診

断病理分野における優れた英文論文（1編）。但し、

留学先での仕事ではなく日本での仕事のみ。筆頭

著者を原則とする。受賞者数：3名以内

賞の内容：賞状と副賞

応募方法
推薦、自薦ともに可とするが、推薦を原則とする。（しかし、

推薦者がいない場合でも受付ける。）

申請時に必要なもの：1．応募者の履歴書 2．推薦書（推薦人

がある場合）ないし、応募理由書（推薦人がいない場合）A4

用紙 2枚以内（書式は問わない）3．論文の別刷 7部（1部は

オリジナル、他はコピー可）

応募の締切：2013 年 8 月 31 日（当日の消印有効）

宛　先： 〒 135-8550　東京都江東区有明 3-8-31 

がん研究所病理部内　IAP日本支部事務局 

「病理診断学術奨励賞」選考委員会宛

選考方法・発表
IAP 日本支部が指名する「IAP日本支部・病理診断学術奨

励賞」選考委員会（日本病理学会、日本臨床細胞学会からの

外部委員も参加）において選考する。なお、受賞者は秋の

IAP 日本支部年次総会における表彰式に参加する。また、受

賞者を IAP日本支部のNews Bulletin 紙上に加え、日本病理

学会、日本臨床細胞学会の機関誌に公表する。

教育シンポジウム （午前）

2013 年 11 月 23 日　山梨大学甲府キャンパス　

主題　「乳腺」

本年の IAP 日本支部シンポジウムのテーマは、「乳腺」が

選ばれました。演者には“WHO Classification of Tumours 

of the Breast, 4-th edition（2012）”の筆頭編者である Prof. 

Sunil R Lakhani をお迎えし、この領域の最新の診断基準等

についてお話しいただける貴重な機会となります。

モデレーター：津田　均（防衛医科大学・病態病理学）

　　　　　　　森谷卓也（川崎医科大学・病理学 2）

プログラム

Prof. Sunil R Lakhani （タイトル未定）

Head, Breast Pathology Group, The University of 

Queensland Centre for

Clinical Research, Australia

 

乳管内増殖性病変の病理診断

がん研究会有明病院　病理部　堀井理絵

 

浸潤性乳管癌の正確な悪性度評価に有用な病理組織因子

独立行政法人　国立がん研究センター　東病院

病理科・臨床検査科　長谷部　孝裕 

 

乳癌 Ki-67 の評価－最近の知見と動向－

自治医科大学病理学講座・病理診断部　坂谷貴司

 

センチネルリンパ節生検の臨床的運用と病理学的評価

博愛会相良病院　病理診断科　大井恭代 

 （担当：石川雄一）

スライドセミナー （午後）

今年度の IAP 日本支部主催のスライドセミナーは、11 月

23 日に山梨大学甲府キャンパスで上記の教育シンポジウムに

引き続き、午後に開催予定です。新規コースは、

①「口腔病理」、特に顎骨に生じる嚢胞、腫瘍ならびに腫瘍

様病変を中心に高田隆先生（広島大学医歯薬保健学総合研究

院口腔顎顔面病理病態学研究室）と、

②「軟部腫瘍の病理」、新WHO組織分類をふまえて、久岡

正典先生（産業医科大学医学部第一病理学講座）より、ご講

演をいただく予定です。

　また、昨年以前からの継続である下記の 6つのコースにつ

いても、開講予定です。（以下、敬称略）

・「前立腺癌」　鷹橋浩幸　（東京慈恵会医科大学）

・「卵巣腫瘍の病理」　安田政実　（埼玉医科大学）

・「皮膚色素性病変の病理診断」　泉美貴　（東京医科大学）

・「骨腫瘍の病理」　小田義直　（九州大学）

・「腎生検の病理」　上田善彦　（独協医科大学越谷病院）

・ 「肝生検の病理診断（非腫瘍性疾患）」　全陽　（Institute of 

Liver Studies, King’s College Hospital, UK）

コース番号や応募要項などの詳細は、決定次第 IAP日本支

2013年IAP日本支部・
病理診断学術奨励賞の公募

IAP日本支部主催，日本病理学会後援
2013 年 IAP 病理学教育セミナーのお知らせ
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部ホームページに掲載致します。

http：//www.iapjapan.org/index.html

事前資料としてバーチャルスライド（DVD-R）を送付予定

です。また、病理専門医の資格更新単位として 10 単位が得

られます。

スライドセミナー担当： 小田義直（IAP 日本支部教育委員会

委員長）

連絡先： 九州大学大学院医学研究院形態機能病理 

〒 812-8582　福岡市東区馬出 3-1-1 

Tel：092-642-6061　Fax：092-642-5968 

E-mail：oda@surgpath.med.kyushu-u.ac.jp

日時：2013 年 11 月 23 日（土曜日）

場所：山梨大学甲府キャンパス

世話人：山梨大学医学部・人体病理学講座　加藤良平教授

日時：2013 年 9 月 5 日（木）－ 8日（日）

場所： 韓国Busan市 BEXCO（Busan Exhibition & Convention 

Center）

President： Prof. Shin Kwang Khang（Ulsan University 

College of Medicine, Asan Medical Center）

http：//www.apiap2013.org/

日時：2013 年 12 月 6 日（金）－ 7日（土）

場所：大分大・別府国際コンベンションセンター

会長：大分大学医学部診断病理学　横山繁生教授

日時：7月 10 日－ 12 日

場所：タイ国Bankok 市

President： Prof. Pongsak Wannakrairot（Chulalongkorn 

University）

http：//www.apsmi2013.com/Welcome.html

山邉博彦先生の追悼
IAP 日本支部前会長

松原　修

今年の 2月 8 日に天理よろず病院の小橋先生から、そのす

ぐ後に奥様から携帯電話で山邉博彦先生が亡くなったことを

知らされた。かねてご療養中とは聞いていたが、この突然の

訃報に驚きました。まだまだ先生には IAPのことで、相談し

たいことがたくさんあり、やって貰わなければいけないこと

が残っていました。残念な気持ちが一杯です。

先生は我々国際病理アカデミー日本支部のために、また本

部の IAPのために、教育セミナーのシンポジウム、スライド

セミナーといった academic な面でも、また administration

の面でも、たくさんの功績を残されました。先生は 2009 年

には IAP 日本支部功労賞（6人目です）を受賞されました。

また、理事、会計監事、Award 選考委員長など要職をこなさ

れ、名誉会員であります。先生には将来の IAP日本支部の行

くべき道について、ご指導を仰ぎたいことがたくさんありま

した。誠に残念です。

IAP国際会議、Asia Pacific IAP 会議などの IAP 関連の国

際学会に奥様とお二人でよくご出席でした。外国のご友人が

多く、また人の評判とか関係の事情にも詳しく、たくさんの

情報を話してくださいました。京大にお勤めということもあ

り、IAP 関連の外国の方々の訪問も多く、丁寧に接待されて

いたことを覚えています。2000 年名古屋 IAP 国際会議の招

致のための本部 IAP の要人の京都訪問、USCAP の前

Executive Director の Fred Silva 先生の京都訪問などの接待

も嫌がりもしないで務められました。

去年の 12 月に山邉先生からお電話を頂き、IAP 日本支部

設立 50 周年記念の事業、ことに記念誌が素晴らしい出来で

あったと褒めて頂きました。今後のAward の進め方や、将

来の日本支部のことなどをお話し頂きました。まさかこれが

私への遺言となるとは思ってもみませんでした。

Upcoming Meeting

国際病理アカデミー
日本支部（JDIAP）教育セミナー

第 8回国際病理アカデミー
アジアパシフィック会議（APIAP）

第 13 回日韓合同スライドカンファランス

第 8回APSMI （Asia Pacific Society for 
Molecular Immunohistochemistry）

追　悼

2005年Asia-Pacific IAP 北京
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残念でしょうがないですが、IAP 日本支部会員一同はここ

に深い感謝と哀悼の気持ちをあらわしたいと思います。長い

間本当に有難うございました。

京大病理部初代専任教授
山邉博彦先生を偲ぶ

京都大学大学院医学研究科　基礎病態学講座　病理診断学分野

羽賀　博典

20 年前、病理部の常勤医は助教授の山邉先生と講師の中嶋

安彬先生のお二人だけでした。入局したばかりの私はタイプ

ライターで打った診断を直してもらい、診断困難症例に当た

れば、先生方と一緒に英語の教科書や雑誌を参照する日々を

過ごしました。忙しいはずなのに、どこかのんびりした雰囲

気が今も懐かしく、本当によい時間をいただいたと思ってい

ます。

山邉先生は、日頃私たち病理医志望者に「正確で迅速な病

理診断がいかに臨床に重要であるか」を説かれていました。

先生はもともと基礎医学研究志望であったにもかかわらず、

30 歳の時に一人で市中病院の常勤病理医としての勤務を命ぜ

られました。しかしそれがきっかけで病理診断の重要性に気

づき、研究者でなく病理医として働くことを決意されたそう

です。その後、米国衛生研究所（NIH）で基礎研究に従事し

つつ米国陸軍病理学研究所（AFIP）で診断のトレーニング

を受け、前立腺癌、子宮癌、悪性リンパ腫など、幅広い分野

で活躍されました。

病理診断自体の重要性と共に、先生は病理診断を基盤とす

る臨床研究の重要性も強調されました。コンピューターで自

作された病理データベースを活用し、退官の数年前からは毎

年、国際学会で移植病理の臨床病理学的研究を発表されてい

ました。

山邉先生の病理部教授としての任期は 3年半と短く、退官

後は地域中核病院を支える病理医に戻られました。膵癌と診

断されてからは化学療法を受けながらも亡くなる直前まで

「臨床の現場で役に立つ」病理医を実践されました。

「海外から帰ってくると元気になる」と周囲の人たちが異

口同音に認めるほど国際学会には熱心に参加し勉強されてい

ました。奥様が海外出張に同行されることが多く、夫婦仲の

良さがとても印象的でした。奥様の英語力は素晴らしく、私

はたびたび助けていただきました。

山邉先生ありがとうございました。ご冥福をお祈り致しま

す。

　お送りしました 2012 年 No.4, 2013 年 No.1 の News Bulletin

について、発送の手違いがございました。発送先を自宅に希

望されている会員につきまして、自宅に発送しなければなら

ないところ、事務局の不手際で所属機関に発送してしまいま

した。会員の皆様には、多大なご迷惑をおかけいたしました。

これは事務局における過誤であり、深くお詫び申し上げます。

今後、再びこのようなことのないよう、細心の注意を払う所

存でございます。

　会員の皆様には、所属先・ご住所など登録内容の変更がご

ざいましたら、下記事務局までご連絡下さい。合わせて、

E-mail アドレスの登録をお願い致します。随時情報などをお

知らせしていく予定ですので、ご協力の程、宜しくお願い申

し上げます。

〒 135-8550　東京都江東区有明 3-8-31

（公財）がん研究会がん研究所病理部

IAP日本支部事務局

常任幹事　石川雄一

事務局員　高野有紀

Tel：03-3570-0559 ／ Fax：03-3570-0558

E-mail：jdiap@jfcr.or.jp

rqrqrqrqrqrqrq

4 月に入ってもやや寒い日が続いていますが、やはり春を

感じるこの頃です。News Bulletin2013 年第 2 号をお届け致

します。今回のNews Bulletin では、Baltimore で開催された

USCAP Japan Night の報告、今秋、山梨で開催される 2013

年 IAP 病理学教育セミナーのお知らせ、Upcoming Meeting

に加えて、これまで IAPに貢献されてこられた山邊博彦先生

の追悼文を掲載しています。山邊先生のこれまでの IAPでの

ご功績を偲び、謹んで哀悼の意を表したいと思います。さて、

今秋の IAPスライドセミナーでは、「口腔病理」と「軟部腫瘍」

の病理の 2コースが新規となります。会員の皆様には是非ご

参加くださいますようよろしくお願い致します。新年度にな

り、異動も多いことと存じますが、所属先などの変更がござ

いましたら、事務局までお知らせください。

広報委員会委員長　清水道生

　　　　副委員長　森谷卓也

　　　　　　委員　加藤良平

　　　　　　委員　根本則道

事務局より

あとがき

高野有紀

石川雄一




